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執
筆
者
紹
介

小
島
麗
逸 

K
ojim

a R
eiitsu

一
九
三
四
年
生
ま
れ
。
大
東
文
化
大
学
名
誉
教
授
。

中
国
経
済
。『
中
国
の
経
済
と
技
術
』『
現
代
中
国
の

経
済
』『
中
国
の
再
興
と
抱
え
る
課
題
』

加
々
美
光
行 

K
agam

i M
itsuyuki

一
九
四
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
名
誉
教
授
。
中
国

政
治
。『
逆
説
と
し
て
の
中
国
革
命
│
〈
反
近
代
精

神
〉
の
敗
北
』『
知
ら
れ
ざ
る
祈
り
│
中
国
の
民
族

問
題
』『
未
完
の
中
国
│
課
題
と
し
て
の
民
主
化
』

石
井
知
章 

Ishii Tom
oaki

一
九
六
〇
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
商
学
部
教
授
。
中

国
政
治
。『
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
東
洋

的
社
会
論
』『
現
代
中
国
政
治
と
労
働
社
会
│
労
働

者
集
団
と
民
主
化
の
ゆ
く
え
』『
中
国
革
命
論
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
│
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル

の
「
ア
ジ
ア
的
復
古
」
を
め
ぐ
り
』

金
野 

純 
K

onno Jun

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化

交
流
学
部
准
教
授
。
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
、
政
治
社

会
学
、
歴
史
社
会
学
。『
中
国
社
会
と
大
衆
動
員
│

毛
沢
東
時
代
の
政
治
権
力
と
民
衆
』『
現
代
中
国
政

治
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
）『
講
座 

東
ア
ジ
ア

共
同
体
論　

調
和
的
秩
序
形
成
の
課
題
』（
編
著
）

川
島 

真 
K

awashim
a Shin

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
教
授
。
中
国
・
台
湾
政
治
外
交
史
、
東
ア
ジ

ア
国
際
関
係
史
。『
中
国
近
代
外
交
の
形
成
』『
近
代

国
家
へ
の
模
索 1894 ‒1925

』『
二
一
世
紀
の
「
中

華
」
│
習
近
平
中
国
と
東
ア
ジ
ア
』

坂
井
田
夕
起
子 

Sakaida Yukiko

愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
。
東
ア
ジ

ア
近
現
代
史
。『
誰
も
知
ら
な
い
『
西
遊
記
』
│
玄
奘

三
蔵
の
遺
骨
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
戦
後
史
』「
中
華

人
民
共
和
国
的
対
外
工
作
與
佛
教
（1952 ‒1966

）」

「
戦
時
上
海
の
『
仏
教
復
興
』
試
論
│
真
宗
本
願
寺

派
や
中
支
宗
教
大
同
連
盟
と
の
関
係
を
中
心
に
」

松
谷
曄
介 

M
atsutani Yosuke

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
筑
紫
教

会
牧
師
。
中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
。『
は
じ
め
て
の
中

国
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
共
著
）「「
竹
の
カ
ー
テ
ン
」
を

越
え
て
│
日
本
キ
リ
ス
ト
教
代
表
に
よ
る
中
国
問
安

使
節
団
（
一
九
五
七
年
）
の
背
景
と
意
義
」「
賀
川

豊
彦
と
中
国
│
「
宗
教
使
節
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」

水
谷
尚
子 

M
izutani N

aoko

中
央
大
学
経
済
学
部
兼
任
講
師
。
中
国
近
現
代
史
。

「『
革
命
的
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
紙
の
タ
タ
ー
ル
人
記

者
ム
ニ
ー
ル
・
イ
ブ
ラ
ギ
モ
ヴ
ィ
チ
・
イ
ェ
ル
ズ
ィ

ン
回
想
録
」「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ウ
イ
グ
ル
人
」

『
中
国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
│
亡
命
者
が
語
る

政
治
弾
圧
』

松
本
ま
す
み 

M
atsum

oto M
asum

i

室
蘭
工
業
大
学
工
学
研
究
科
教
授
。
中
国
近
現
代

史
、
中
国
の
国
民
統
合
。『
中
国
民
族
政
策
の
研
究

│
清
末
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
「
民
族
論
」
を
中

心
に
』『
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
回
帰
│
中
国
の
ム
ス
リ

マ
た
ち
』『
中
国
の
ム
ス
リ
ム
を
知
る
た
め
の
六
〇

章
』
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加
藤 
徹 

K
ato Toru

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
法
学
部
教
授
。
中

国
文
化
。『
京
劇
│
「
政
治
の
国
」の
俳
優
群
像
』『
漢

文
力
』『
西
太
后
│
大
清
帝
国
最
後
の
光
芒
』

辣 

椒 
La Jiao

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
本
名
、
王
立
銘
。
漫
画
家
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
＆
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
中
国

政
治
漫
画
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
発
信
。『
マ
ン

ガ
で
読
む 

嘘
つ
き
中
国
共
産
党
』『
な
ぜ
、
習
近
平

は
激
怒
し
た
の
か
│
人
気
漫
画
家
が
亡
命
し
た
理

由
』（
イ
ラ
ス
ト
）

高
口
康
太 

Takaguchi K
ota

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
中
国
経
済
・
社
会
・
文

化
。『
現
代
中
国
経
営
者
列
伝
』『
な
ぜ
、
習
近
平
は

激
怒
し
た
の
か
│
人
気
漫
画
家
が
亡
命
し
た
理
由
』

「
契
約
金
額
は
急
騰
し
た
が 

中
国
の
ア
ニ
メ
爆
買
い

は
ど
こ
ま
で
続
く
」

林 

少
陽 
Lin Shaoyang

一
九
六
三
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻
准
教
授
。
表
象
文
化

論
。
一
九
世
紀
初
頭
以
来
の
日
本
と
中
国
の
思
想

史
・
文
学
史
。『「
修
辞
」
と
い
う
思
想
│
章
炳
麟
と

漢
字
圏
の
言
語
論
的
批
評
理
論
』『「
文
」
與
日
本
学

術
思
想
│
漢
字
圈1700 ‒1990

』

藤
谷
浩
悦 

Fujiya K
oetsu

駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
。
中
国
近
代
史
。『
湖
南
省

近
代
政
治
史
研
究
』『
戊
戌
政
変
の
衝
撃
と
日
本
│

日
中
聯
盟
論
の
模
索
と
展
開
』「
中
国
僧
の
訪
日
と

水
野
梅
暁
│
楊
度
の
批
判
を
中
心
に
」

吉
原
ゆ
か
り 

Yoshihara Yukari

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
准
教

授
。
比
較
文
学
。「
一
九
三
〇
年
代
〜
五
〇
年
代
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
カ
ー
と 

環
太
平
洋
文
化
交
渉
の
地

政
学
」「
明
治
に
環
太
平
洋
で
ロ
ビ
ン
ソ
ン
す
る
│

田
中
鶴
吉
と
小
谷
部
全
一
郎
」「
ど
っ
ち
だ
っ
て
グ

ロ
ー
カ
ル
│
漫
画
／m

anga

と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

加
治
宏
基 

K
aji H

irom
oto

一
九
七
四
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
助

教
。
現
代
中
国
外
交
論
、
ア
ジ
ア
国
際
関
係
論
。

「
米
国
が
規
定
し
た
「
中
華
民
国
」
の
対
外
援
助
政

策
│
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
“
中
国
論
”
が
暗
示
し
た

課
題
」「
国
連
開
発
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
中
国
に
よ
る

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月
）

梅
田
康
子

　

学
会
報
告
な
ど
「
国
際
化
時
代
に
お
け
る
国
内
外

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
例
報
告
」（
大
学
管
理

行
政
学
会
中
部
・
北
陸
地
区
研
究
会
、
二
〇
一
七

年
一
〇
月
二
一
日
）

加
治
宏
基

　

学
会
報
告
な
ど
「
中
華
民
国
の
戦
後
処
理
政
策
│

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
戦
争
犯
罪
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」（
愛
知
大
学
・
大
連
理
工
大
学
・
遼
寧
師
範

大
学
・
大
連
大
学
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文

受
容
と
政
策
展
開
」『
教
養
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
平
和
』（
共
編
著
）

三
好 

章 
M

iyoshi A
kira

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
近
代
史
、
中
華
人
民
共
和
国
教
育
史
。

『
摩
擦
と
合
作 

新
四
軍1937

〜1941

』『
叙
事
詩
の

時
代
の
抒
情
』（
翻
訳
）『
根
岸
佶
著
作
集
』
全
五
巻

（
編
）



中
国
21 

Vol･

49 

予
告（
18
年
10
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎‌‌�

華
西
辺
疆
研
究

　

華
西
と
は
、
四
川
、
雲
南
、
貴
州
、
西
蔵
、
甘

粛
、
青
海
等
を
含
む
地
域
を
指
す
。
二
〇
世
紀

初
め
、
四
川
省
成
都
で
は
、
華
西
学
派
と
も
称

さ
れ
る
、
華
西
辺
疆
を
対
象
と
し
た
社
会
学
・

人
類
学
の
民
族
研
究
が
花
開
い
た
。
そ
の
中
心

は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
華
西
協
合
大
学
（
一
九

一
〇
〜
一
九
五
三
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

「
華
西
辺
疆
研
究
学
会
」
で
あ
る
。
同
学
会
は

抗
日
戦
争
期
に
成
都
に
移
っ
て
き
た
燕
京
、
斉

魯
、
金
陵
等
の
六
大
学
の
研
究
者
と
と
も
に
各

地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
多
く
の
成

果
を
得
た
。『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
』（
一

九
二
二
〜
一
九
四
七
）
は
年
二
回
、
世
界
に
む

け
て
公
刊
さ
れ
た
英
文
雑
誌
で
、
一
六
巻
二
二

冊
、
約
三
四
〇
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
華
西
の
民
族
に
関
す
る
人
類

学
、
考
古
学
、
言
語
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
、
社

会
学
、
宗
教
学
、
地
理
学
、
地
質
学
、
生
物
学
等

に
及
び
、
と
り
わ
け
チ
ベ
ッ
ト
族
、
チ
ャ
ン
族

及
び
周
辺
民
族
の
成
果
が
傑
出
し
て
い
る
。
し

か
し
、
全
て
が
英
文
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
は

国
内
よ
り
も
国
外
で
注
目
さ
れ
、
中
国
で
本
格

的
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
年
の

こ
と
で
あ
る
。
華
西
辺
疆
は
、
な
お
未
検
討
の

資
料
が
多
く
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
本
号
で

は
、
新
た
な
視
点
に
よ
る
研
究
に
挑
戦
す
る
。
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化
の
記
憶
│
虚
構
の
力
を
考
え
る
」
於
愛
知
大

学
、二
〇
一
七
年
一
一
月
一
一
日
）、「
習
近
平
の

中
国
を
ど
う
見
る
か
│
中
国
共
産
党
と
東
ア
ジ
ア

の
平
和
」（
立
命
館
大
学
国
際
地
域
研
究
所
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
紛
争
・
平
和
構
築
研
究
」
平
和

主
義
研
究
会　

二
〇
一
七
年
度
第
四
回
研
究
会
、

於
立
命
館
大
学
、
二
〇
一
八
年
二
月
一
七
日
）

川
村
亜
樹

　

書
評
「
ノ
ー
ラ
ン
の
バ
ッ
ト
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
に
お

け
る
真
の
悪
役
は
誰
か
│
ト
ッ
ド
・
マ
ガ
ウ
ア
ン

『
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ノ
ー
ラ
ン
の
嘘
│
思
想
で

読
む
映
画
論
』、
井
原
慶
一
郎
訳
」（『
日
本
映
画

学
会
会
報
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）

　

学
会
報
告
な
ど
「
民
族
的
ト
ラ
ウ
マ
に
対
抗
す
る

性
的
語
り
│Louise E

rdrich, The R
ound H

ouse
」

（
ア
メ
リ
カ
文
学
会
中
部
支
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
於
愛
知
大
学
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
九
日
）

黄 

英
哲

　

書
評
「
融
合
の
地
・
香
港
文
学
史
の
構
築
│『
香

港
文
学
大
系1919 ‒1949

』
を
評
す
」（『
中
国
21
』

Vol
・
47
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

　

学
会
報
告
な
ど
「
香
港
金
門
同
郷
会
に
つ
い
て
」

（
厦
門
金
門
研
究
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
於
福

建
金
門
大
学
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
七
日
）

唐 

燕
霞

　

学
会
報
告
な
ど
「
蘇
南
新
型
都
市
化
モ
デ
ル
に
つ

い
て
の
試
論
│
常
州
市
の
事
例
を
中
心
に
」（
愛

知
大
学
・
大
連
理
工
大
学
・
遼
寧
師
範
大
学
・
大

連
大
学
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
の
記
憶

│
虚
構
の
力
を
考
え
る
」
於
愛
知
大
学
、
二
〇
一

七
年
一
一
月
一
一
日
）、「
蘇
南
新
型
城
鎮
化
模
式

的
探
討
│
以
常
州
市
為
例
」（
第
三
届
東
呉
蘇
州

城
市
発
展
論
壇
「
城
市
治
理
的
新
挑
戦
」
於
東
呉

大
学
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
）

松
岡
正
子

　
「
ギ
ャ
ロ
ン
・
チ
ベ
ッ
ト
族
に
お
け
る
「
碉
」
の
記

憶
と
資
源
化
│
四
川
省
丹
巴
県
の
「
碉
」
を
事
例

と
し
て
」（
塚
田
誠
之
・
河
合
洋
尚
編
著
『
中
国
に

お
け
る
歴
史
の
資
源
化
の
現
状
と
課
題
』
国
立
民

族
学
博
物
館
調
査
報
告
142
、二
〇
一
七
年
一
一
月
）

　

学
会
報
告
な
ど
「
被
災
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建

と
村
規
民
約
」（
愛
知
大
学
・
大
連
理
工
大
学
・

遼
寧
師
範
大
学
・
大
連
大
学
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
文
化
の
記
憶
│
虚
構
の
力
を
考
え
る
」
於

愛
知
大
学
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
一
日
）、「
村

落
重
建
與
村
規
民
約
│
以
二
〇
〇
八
年
汶
川
地
震

後
中
国
四
川
羌
族
農
村
為
事
例
」（
第
三
届
東
呉

蘇
州
城
市
発
展
論
壇
「
城
市
治
理
的
新
挑
戦
」
於

東
呉
大
学
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
）
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編
集
後
記
│
│
本
特
集
編
集
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い

る
と
き
、
中
国
で
国
家
主
席
の
任
期
を
撤
廃
す
る
方

向
、
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
新
華
社
が
流
し
た
。
新
た
な
個

人
崇
拝
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
矢
先
で
あ
り
、
毛
沢
東
時

代
の
再
来
を
予
感
さ
せ
る
報
道
で
も
あ
っ
た
。
は
た
し

て
、
文
革
は
遠
く
に
過
ぎ
去
っ
て
、
も
は
や
蘇
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
の
か
。
◇
冷
戦
崩
壊
と
深
く
関
わ
る

「
六
四
」
か
ら
、
す
で
に
三
〇
年
以
上
が
経
っ
た
。
こ

の
間
、
日
本
は
率
先
し
て
対
中
投
資
を
行
い
、
九
〇
年

代
の
中
国
を
「
世
界
の
工
場
」
と
呼
び
、
二
一
世
紀
は

中
国
の
世
紀
だ
と
浮
か
れ
て
い
た
。「
世
界
の
工
場
」

と
は
低
賃
金
労
働
力
を
中
国
に
求
め
て
い
た
だ
け
で
あ

り
、
中
国
は
「
農
民
工
」
な
ど
で
そ
れ
に
応
え
た
。
そ

の
結
果
が
格
差
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
の
大
国
化
で
あ
っ

た
。
一
方
民
主
化
は
、
そ
の
妥
当
性
も
含
め
て
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
せ
よ
、「
改
革
」
と
は
ほ
ど
遠

い
現
状
で
あ
る
。
◇「
中
国
夢
」
と
い
う
習
近
平
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
足
を
据
え
て
い

る
。「
一
帯
一
路
」
が
新
た
な
「
租
界
」
建
設
で
あ
っ

て
も
、
国
内
的
に
は
「
雷
鋒
同
志
に
学
べ
！
」
の
標
語

や
ポ
ス
タ
ー
と
一
緒
に
、「
厲
害
了
、
我
的
祖
国
！
」

（
す
ご
い
ぜ
、
わ
が
祖
国
）
な
ど
の
言
葉
が
一
人
歩
き

し
て
い
る
。
日
本
の
ネ
ト
ウ
ヨ
が
よ
ろ
こ
ぶ
「
ニ
ッ
ポ

ン
、
ス
ゴ
イ
！
」
と
い
い
勝
負
だ
ろ
う
。
◇
文
革
の
特

殊
と
普
遍
を
考
え
る
こ
と
が
、
本
特
集
の
根
柢
に
あ
っ

た
。
す
で
に
御
執
筆
い
た
だ
い
た
方
の
間
で
議
論
が
起

き
て
い
る
。
新
し
い
討
論
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
幸

い
で
あ
る
。 

（
三
好 

章
）


